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今 月 の トォフ

　７月３日、黒川町福田のイマリン
ビーチで海開きがありました。この日
を待ちわびていた子ども達は、一斉に
海に入って大はしゃぎ。水しぶきをあ
げながら、今年初めての海水浴を楽し
みました。また、地元の園児らによる
カサゴの稚魚などの放流のほか、青バ
イ隊の救助訓練の披露もありました。
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安らぎのまち
ひとが輝く

活力あふれ
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た
っ
た
一
度
の
人
生
を
誰
も
が
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
ま

す
。
み
ん
な
愛
情
と
信
頼
に
満
ち
た
温
か
い
人
間
関
係
の
中
で

人
と
し
て
尊
ば
れ
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
好
き
な
人
と
結
婚
し
て
、
好
き
な
と
こ
ろ
で
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
」、「
自
分
の
能
力
を
発
揮
し
て
働
き
た
い
」。
こ
う
し

た
人
間
と
し
て
の
当
然
の
願
い
を
、
日
本
国
憲
法
で
は
『
侵

す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
』、
い
わ
ゆ
る
『
基
本
的
人
権
』
と

し
て
、
す
べ
て
の
人
に
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
『
明

る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
』
を
め
ざ
し
、
関
係
機
関
や
団
体

な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
人
権
に
関
す
る
研
修
会
や
講
演
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
後
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
市
教
育
委

員
会
は
昨
年
11
月
に
『
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
』

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を

通
じ
て
、
私
た
ち
の
人
権
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
、
す
べ
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を

考
え
ま
す
。

　
８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
自

分
を
見
つ
め
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

誰もが人権を尊重される
　明るく住みよい街づくりをめざして

８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す

人権
特集

【人権問題に関する市民意識調査】
同和問題をはじめとする人権問題に関する市民の皆さんの意識を把握したう

えで、これまでの教育・啓発の成果や問題点を明らかにし、今後の取り組みの
指針となる基礎資料を得るため、およそ５年おきに実施している調査です。
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８月は同和問題啓発強調月間です人権
特集

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

１．よく知っている

２．少し知っている

３．知らない

無回答

18.2％

20.5％

59.8％

57.2％

20.3％

20.6％

1.7％

1.6％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％

１．父母やきょうだいなど
家族から聞いた

２．親戚の人から聞いた

３．近所の人から聞いた

４．職場の人から聞いた

５．友人や先輩から聞いた

６．学校の授業で習った
７．新聞、テレビ、本、

映画などで知った
８．何となく知った

９．講演会や研修会などで
知った

10. その他

無回答

15.0％
14.0％

6.4％
6.0％

6.0％
7.1％

8.6％

14.8％

15.0％
14.0％

1.3％
1.8％

3.1％
3.6％

6.4％
6.0％

6.0％
7.1％

33.7％
28.7％

12.0％
11.9％

9.0％
8.6％
10.0％

14.8％

1.3％
1.4％

2.3％
2.2％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

13.8％
13.8％
13.8％
13.8％

48.9％
49.0％

6.1％
5.6％
6.1％
5.6％

1.3％
0.9％

1.3％
1.5％

26.0％
26.1％
26.0％
26.1％

2.6％
3.0％

１．人がいやがる仕事を
していたから

２．政治的に民衆を支配する
手段としてつくったから

３．民族や人種が違って
いたから

４．宗教が違っていたから

５．その他

６．わからない

無回答

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

71.3％
67.4％
71.3％

67.4％

42.2％
35.8％

38.4％
36.9％

18.3％
12.3％

16.5％
14.6％

13.0％
15.7％

0.7％
1.1％

11.8％
12.4％
11.8％
12.4％

2.3％
2.7％

１．結婚のとき

２．地域でのつき合い
のとき

３．就職や職場での
つき合いのとき

４．学校生活のなかで

５．けんかや口論のとき

６．特に差別があると
思わない

７．その他

８．わからない

    無回答

１．同和問題を知っていますか

● 調査対象者　平成 22 年４月１日現在で 20 歳以上の

　市民 2,000 人を無作為抽出

　（男性 1,000 人、女性 1,000 人）
● 実調査対象者数　1,990 人（宛先不明 10 人分を除く）
● 回収数　880 人（回収率 44.2％）

『人権問題に関する市民意識調査』の結果

　前回調査より『よく知っている』が 2.3 ポイント
減。『少し知っている』が 2.6 ポイント増加で、１,
２の合計では 0.3 ポイントの微増。『知らない』が 0.3
ポイント減少していて、いくらか認識は深まってい
ると言えます。

　『学校の授業で習った』が５ポイントと大幅増。学
校での人権同和教育の実践が定着してきている反面、

『講演会や研修会などで知った』が 4.8 ポイントの減
少。地区巡回など社会同和関係でのさらなる啓発活
動が必要です。

　どの項目も前回とほぼ同じで意識の変化がないと
言えます。また、『わからない』が 26％で、約４人
に１人と高い割合です。正しく知ってもらうための
啓発活動が今後さらに必要です。

２．同和問題を知ったきっかけは何ですか

3．同和地区の人が差別される理由は何だと思いますか 4．同和地区の人が差別されるときはどんなときだ 
と思いますか

　１〜５の項目、すべてで前回より２〜７ポイント
増加。『特に差別があると思わない』2.7 ポイント減
の結果とあわせて考えると、差別が現存しているこ
との理解は進んでいると言えます。

『人権問題に関する市民意識調査』の方法など
● 調査方法　郵送による送付、回収
● 調査期間　平成 22 年 11 月

※質問２〜８については、質問１で同和問題を『１ よく

知っている』『２ 少し知っている』と答えた 701 人を

対象にしています

市民の人権意識の変化を見てみましょう
　昨年 11 月に実施した『人権問題に関する市民意識調査』の全 32 項目のうち 10 項目の結果を紹介します。
５年前の調査データと比較し、市民の皆さんの人権意識がどのように変化したのかを確認してみましょう。

■：平成 22 年度　■：平成 17 年度

考 

察
考 

察

考 

察
考 

察
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0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

51.8％51.8％

51.4％

0.6％

0.5％

31.2％
33.5％

6.7％

5.2％5.2％

7.3％
7.7％

2.4％

1.6％

 １．国民全体で考えるべき

 ２．同和地区の人
だけの問題だ

 ３．そっとしておいた
方がよい

 ４．特に関心がない

５．わからない

    無回答

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

32.1％

42.8％

33.8％

32.1％

39.3％

42.8％

33.8％

10.0％
10.0％

2.6％
2.5％

10.8％

12.1％

1.7％

2.3％

 １．本人の意思を尊重する

 ２．信頼できれば
結婚させる

 ３．世間体があり､できれば
結婚させたくない

 ４．絶対に結婚させない

５．わからない

    無回答

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

87.7％

85.8％

8.4％

87.7％

85.8％

4.0％

3.6％

0.6％

0.4％

6.1％

8.4％

1.6％

1.9％

 １．これまでと同じように、
つき合いをつづける

 ２．表面的にはつき合うが、
できるだけつき合いを

さけていく

 ３．つき合いを
やめてしまう

４．わからない

    無回答

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

15.4％

13.6％

19.7％
17.3％

22.8％
27.0％

44.8％
47.5％

35.2％

5.4％
3.9％

18.1％

3.6％
3.2％

27.0％

44.8％
47.5％

31.7％
35.2％

5.4％
3.9％

18.1％
18.9％

3.6％
3.2％

 １．同和地区の生活環境を
よくする

 ２．同和地区の人たちの
収入や教育を高める

 ３．同和地区の人が行政や
他の人に働きかける

 ４．教育、啓発を積極的に
行う

 ５．自然になくなるのを待つ

 ６．その他

 ７．わからない

    無回答

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

3.9％

4.5％

53.6％

54.8％

32.4％

27.0％

11.9％

3.9％

4.5％

53.6％

54.8％

32.4％

27.0％

9.4％

11.9％

0.7％

1.8％

１．よく守られている

２．だいたい守られている

３．あまり守られていない

４．わからない

    無回答

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

10.7％
8.6％
11.3％

8.4％
9.0％

6.7％
11.5％

10.8％
8.0％

8.3％
8.2％

4.7％

5.5％
4.6％

6.5％
5.6％

51.4％
53.6％

6.7％
6.1％

8.6％
11.3％
9.5％
10.2％

8.4％
9.0％

6.7％
11.5％
9.8％
10.8％

8.0％

8.3％
8.2％

4.7％
2.6％
5.5％
4.6％

6.5％
5.6％

51.4％
53.6％

6.7％
6.1％

１．職業のことで

２．学歴で

３．家がらで

４．子どものことで
５．ことばづかいや

ふるまいで
６．女性ということで

７．嫁として

８．母子家庭で

９．心身の障害で

10. その他
11. 傷つけられたことは

ない
    無回答

　『そっとしておいた方がよい』が 2.3 ポイント減で
『寝た子を起こすな』的発想が少し改善されています
が、『特に関心がない』が 1.5 ポイント増と無関心層
が広がっています。

　『本人の意思の尊重』が 7.2 ポイントと減少してい
ますが、『信頼できれば結婚させる』は９ポイントと
増え、合計で 1.8 ポイントの増と少し理解が進んで
きています。

　『これまでと同じつきあいをつづける』が 1.9 ポイ
ント増加し、９割弱と良い傾向を示しています。しか
し、『表面的につき合うが、できるだけ避けていく』
が 0.4 ポイント増加しています。

　応答率の高い順に『教育・啓発活動』、『自然にな
くなるのを待つ』、『同和地区の人たちからの働きか
け』となっています。自然解消論の割合が依然とし
て高い割合を示しています。

　『よく守られている』、『だいたい守られている』が
57.5％と、半数以上が基本的人権が守られていると感
じていますが、『あまり守られていない』と感じている
人の割合も 5.4 ポイント増えています。

　『傷つけられたことはない』を選択した人が 2.2 ポ
イント減少したものの、すべての項目で数値が増加
していることは、着実に人権意識が根付いているこ
とを示しています。

5．同和問題についてどう考えますか 6．同和地区出身者との結婚についてどう思いますか

7．職場・近所の人が同和地区出身者だったらどうしますか 8．同和問題の解決策は何だと思いますか

9．基本的人権が守られていると思いますか 10．人権を傷つけられたことがありますか

『人権問題に関する市民意識調査』の結果（前ページの続き） ■：平成 22 年度　■：平成 17 年度

考 

察

考 

察

考 

察

考 

察

考 
察

考 

察



　人権・同和問題は『差別される人』の問題ではなく、『差別する人』の問題です。自分自身の課題として捉え
ることが問題解決への糸口となります。人権・同和問題と正面から向き合いましょう。

　人権についての知識を得ることで、正しい理解や認識が深まり、自分が持っている偏見や差別意識に気づく
ことができます。正しく知ることは、差別をなくす第一歩です。

解決へのカギ ①　

　皆さんは意識調査の結果をどう捉えましたか。前回（５年前）の調査に比べ、人権・同和問題に対する理
解や認識は、いくらか深まったと言えますが、調査の結果の中にもあったように、『そっとしておいた方が
いい』、『自分には関係がない』などといった考えを持つ人がいまだに多いのが現状です。
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　伊万里市では『同和問題啓発強調月間』中の取り組みとして、『同和問題講演会』を開催します。人権の
知識を得るため、また、自分を見つめ直すきっかけとして、講演会に参加しませんか。

８月は同和問題啓発強調月間です人権
特集

人権・同和問題の解決に向けて必要なこと

まずは講演会などに参加してみませんか

人権・同和問題を自分の課題として意識する

人権・同和問題についての正しい知識を得る解決へのカギ ②　

　
子
ど
も
や
地
域
・
職
場
が
元
気

に
な
る
学
校
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
九
州
地
区
人
権
同

和
教
育
夏
期
講
座
が
佐
賀
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

● 

日
　
時
　

　
８
月
23
日
（
火
）、
24
日
（
水
）

● 

日
　
程
　

▽
23
日
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▽
24
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
30
分

● 

会
　
場
　
有
田
町
、
嬉
野
市

▽
23
日
　
全
体
会
、
記
念
講
演
（
有

田
町
焱
の
博
記
念
堂
）

▽
24
日
　
実
践
講
座
（
嬉
野
温
泉

各
旅
館
、
嬉
野
市
公
会
堂
）

　
特
別
講
座
（
嬉
野
市
体
育
館
）

● 

大
会
参
加
費
　

　
２
５
０
０
円
（
資
料
代
）

● 

問
合
先

▽
佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究

　
協
議
会

　（
☎
０
９
５
２
　 

６
４
３
４
）

▽
大
会
事
務
局
（
22
日
〜
24
日
）

　（
☎
０
９
０
‐
１
３
６
８
‐
２
０
４
９
）

▽
佐
同
教
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://sajinkyo.p1.bindsite.jp

　今回の講演会の講師は、テレビなどで活躍中の
歌手・こまどり姉妹です。全国の根強いファンに
支えられて、歌一筋に生きる姉妹が、自らの体験
を踏まえて切々と語ります。息がぴったりな２人
の話をぜひお聞きください。

● テーマ　『生きるために歌うのよ』
● 日　時　８月 26 日（金）
　　　　　午後１時 30 分〜３時（午後１時開場）
● 会　場　市民センター
● 講　師　こまどり姉妹 (歌手 )
● 入場料　無　料
※託児所もあります
● 問合先　生涯学習課（　 ☎㉓３１８６）

 　こまどり姉妹

　北海道釧路市出身。
1959 年『 浅 草 姉 妹 』
でレコードデビュー。
1961 年 NHK 紅白歌合
戦に初出場。紅白歌合
戦にはこの年から７年
連続で出場しています。
2008 年には第 50 回日
本レコード大賞で功労
賞を受賞しました。ヒ
ット曲は、『ソーラン渡
り鳥』『浅草の鳩ポッポ』

『未練ごころ』など。

こまどり姉妹がやってくる　
2011 同和問題講演会

！

佐
賀
県
で
開
催
し
ま
す

九
州
地
区

人
権
同
和
教
育
夏
期
講
座

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索
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情 報 公 開 制 度
個人情報保護制度 運用状況について

情報公開制度

個人情報保護制度

請  求  件  数 19 件

（処理状況）

公　開 6 件

一部公開 13 件

非公開 0 件

不 服 申 立 て 0 件

実施機関 情報公開
請求件数

軽易な情報
公 開 件 数

市　長

総務部 6 件 340 件

政策経営部 1 件 1 件

市民部 3 件 0 件

産業部 1 件 0 件

建設部 0 件 182 件

教育委員会 3 件 0 件

農業委員会 0 件 0 件

水道事業管理者 0 件 276 件

消防長 0 件 0 件

議会事務局 5 件 0 件

計 19 件 799 件

年　度 諮問件数 答申件数

20 年度 6 件 3 件

21 年度 6 件 8 件

22 年度 2 件 2 件

■個人情報保護審査会の状況

■情報公開請求の処理状況

■実施機関別請求状況

せら知お

●平成 18、19、20、21 年度の市議会政務調査費収支報告書、

領収書の写し、視察報告書など

●一般競争参加資格審査申請書。平成 22 年度『伊万里市公共

下水道事業伊万里市浄化センター外水質分析業務委託』の入

札に関する申請書など

●行政区別・年齢別の人口統計

●	平成 21 年度観光協会および秋祭り振興会の助成金の中身と

使い方内容

●	伊万里市と黒澤明文化振興財団との間の黒澤明記念館を建設

する権利などの無償貸与契約書

●平成 23 年度用教科書（小学校）選定の報告書、委員名簿・

議事録、採択協議会名簿・議事録、採択日程に係る資料など

●『家屋価格等縦覧帳簿』に登録・記載されている家屋の『所在、

家屋番号、種類、構造、床面積、階層、建築年月日』の各項目

のうち開示可能なものの一覧表、地番現況図および家屋現況図

●固定資産税課税に係わる地番図の加除修正業務の業務委託契

約書および仕様書

●市と一般廃棄物処理業者との間で締結された浄化槽の維持管

理または保守点検契約に関する一切の書類

●平成 23 年 1 月 21 日佐賀地裁判決文すべての写し

※請求には、同内容での請求が多数あったため、請求件数と異

なっています

●請求者が市民相談で相談した内容

●請求者の住民票発行に係る書類

※その他軽易な個人情報の開示（12 件）

◆伊万里市個人情報保護審査会
　伊万里市個人情報保護審査会を設置しています。市が保有す

る情報を目的外利用・外部提供などする場合は、審査会で諮

問・答申します。

■開示請求の内訳　【２件】

■情報公開請求の内訳　【19 件】

● 問合先　情報広報課市民サービス係　（　 ☎㉓２１３３）

平成 22 年度

　
返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
き
ち
ん

と
し
た
手
続
き
を
と
れ
ば
、
多
重

債
務
は
解
決
で
き
ま
す
。

　▽
福
岡
財
務
支
局
佐
賀
財
務
事
務
所

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
１
６
１
）

▽
佐
賀
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
㉔
０
９
９
９
）

▽
伊
万
里
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
２
１
３
６
）

▽
法
テ
ラ
ス
佐
賀

（
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
１
０
）

▽
佐
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会

（
☎
０
９
５
２
㉔
５
１
５
８
）

▽
佐
賀
県
商
工
会
連
合
会

（
☎
０
９
５
２
㉖
６
１
０
１
）

▽
佐
賀
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
☎
０
９
５
２
㉓
４
５
９
８
）

▽
日
本
弁
護
士
連
合
会
ひ
ま
わ
り

ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
１
‐
２
４
０
）

※
各
相
談
窓
口
で
、
対
応
で
き
る

時
間
帯
や
内
容
な
ど
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

に
つ
い
て

事
業
者
向
け
相
談
窓
口

一
般
消
費
者
向
け
相
談
窓
口

ご
相
談
く
だ
さ
い

借
金
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市
で
は
、
山
代
町
浦
ノ
崎
地

区
の
公
園
整
備
計
画
を
進
め
る

中
で
、
老
朽
化
が
著
し
い
建
物

（
旧
軍
需
工
場
『
川
南
造
船
所
』）

の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
協

議
す
る
た
め
、『
浦
ノ
崎
地
区
公

園
整
備
検
討
委
員
会
』
を
今
年

１
月
に
設
置
し
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
、
建
物
の
安
全
性
や
歴

史
的
価
値
に
関
す
る
検
証
を
は

じ
め
、
公
園
の
性
格
付
け
な
ど

整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
計

５
回
の
会
議
を
開
催
し
慎
重
に

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
、
委
員
会
か
ら
公

園
整
備
に
関
す
る
提
言
書
が
塚

部
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

公
園
の
性
格
付
け

①
平
和
の
意
義
を
語
り
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
公
園

②
地
域
に
親
し
ま
れ
る
公
園

③
伊
万
里
湾
域
の
発
展
に
寄
与

で
き
る
公
園

● 
現
存
建
物
へ
の
対
応

　
す
べ
て
の
建
物
を
解
体
撤
去

▽
そ
の
理
由

①
造
船
所
本
体
の
建
物
は
既
に

解
体
さ
れ
、
老
朽
化
が
著
し

い
部
品
工
場
跡
だ
け
が
残
る

現
状
で
は
、
文
化
財
と
し
て

の
評
価
が
定
ま
ら
な
い

②
建
物
を
活
用
す
る
場
合
、
構
造

補
強
が
必
要
と
な
り
、
建
物
自

体
の
原
型
を
保
つ
こ
と
が
で

き
ず
、
保
存
の
意
義
が
薄
い

③
建
物
を
活
用
せ
ず
見
守
り
保

存
の
場
合
、
地
元
住
民
の
保

存
に
関
す
る
理
解
と
維
持
管

理
へ
の
協
力
が
必
要
で
あ
る

が
、
地
元
山
代
町
の
総
意
と

し
て
示
さ
れ
た
全
面
撤
去
の

意
向
を
覆
す
の
は
難
し
い

● 

要
　
望

歴
史
を
伝
え
る
資
料
展
示
施

設
の
整
備
な
ど

　
６
月
30
日
、
市
は
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
と
『
大
規
模
な

災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
』

を
結
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
に

よ
る
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
照
明
車

な
ど
の
資
機
材
が
充
実
し
て
い
る

国
土
交
通
省
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
被
災
状
況
の
把
握
や
映
像
の

　東日本大震災の教訓から、自然災害から身体・生命を守るため
には、市民一人ひとりが『災害はいつ、どこでも起こり得る』と
いう意識を持って、常日ごろから災害に備えることが大切です。
　市では、市民の防災意識向上と地区防災会の組織強化を図るた
め被災地で防災指導にあたった専門家による講演会を開催します。

● 会　場　市民会館大ホール

● 講　演　東日本大震災にみる命の分岐点
　　　　　〜求められる命を守る主体的姿勢〜

● 講　師　片田敏孝氏（群馬大学広域首都圏防災研究センター長、
　　　　　群馬大学大学院工学研究科教授）

● 入場料　無　料

※入場希望者は、８月 19 日（金）までに下記へお電話ください

● 申込・問合先　総務課安全安心係（　☎㉓２１２３）

国
交
省
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結

災講演会を開催します

送
受
信
、
災
害
応
急
措
置
な
ど
を

行
う
も
の
で
、
市
が
単
独
で
実
施

す
る
よ
り
も
迅
速
で
効
果
的
な
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
伊
万
里
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調

印
式
に
は
、
塚
部
芳
和
市
長
の
ほ

か
、
佐
賀
国
道
事
務
所
の
児
玉
敏

幸
所
長
や
、
同
じ
く
協
定
を
締
結

す
る
唐
津
市
の
竹
内
御
木
夫
総
務

部
長
ら
が
出
席
し
、
協
定
書
に
調

印
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
映
像

で
災
害
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

遠
隔
防
災
会
議
の
訓
練
を
行
う
な

ど
、
相
互
の
連
携
を
深
め
ま
し
た
。

震災から子ども達を救った防災のプロから学ぼう

　岐阜県出身。専門は災害社会工
学。災害への危機管理対応、災害
情報伝達、避難誘導策のあり方な
どについて研究するとともに、住
民とのワークショップを通じた地
域防災活動を全国各地で展開さ
れています。防災危機管理アドバ
ザーとして指導していた釜石市で
は、東日本大震災の際に約 3,000
人の小中学生ほぼ全員が無事に避
難。『釜石の奇跡』として、テレ
ビや雑誌でも紹介されています。

講師の紹介

群馬大学広域首都圏
防災研究センター長

片 田 敏 孝 氏

      月　　　日　　 午後１時 30 分〜８ 28 日

防↑
協
定
書
に
調
印
し
た
塚
部
市
長（
左
）、

児
玉
所
長
（
中
央
）、
竹
内
総
務
部
長

　
迅
速
な
対
応
に
よ
り
市
民
の
安
全
を
確
保

平
和
の
意
義
を
語
り
継
ぐ
公
園
を

整
備
の
方
向
性
を
検
討

検
討
委
員
会
か
ら
提
言

浦
ノ
崎
地
区
公
園
整
備
検
討
委
員
会
が
提
言

↑塚部市長に提言書を手渡す検討
委員会の三島伸雄委員長（右）
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業
基
盤
が
厚
く
、
金
融
と
商
業

も
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
夏
季
ダ
ボ
ス

会
議
』
や
輸
出
入
商
品
交
易
会
、

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
祭
り
、
国

際
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
交
易
会
な
ど

の
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、

世
界
各
地
か
ら
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
世
界
長
者
番
付
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ン
キ
ン
グ
の
編

さ
ん
で
も
知
ら
れ
て
い
る
米
国

の
経
済
誌
フ
ォ
ー
ブ
ス
に
『
中

国
ト
ッ
プ
商
業
都
市
』
の
一
つ

と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
連
市
は
新
規
に
外
資
企
業

を
誘
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
既

存
の
外
資
企
業
に
対
し
て
用
地

使
用
料
の
引
き
下
げ
や
減
税
な

ど
優
遇
政
策
に
よ
り
再
投
資
を

　
大
連
は
、
港
湾
、
工
業
、
観

光
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
総
面
積
は
１
２
５
７
４

平
方
㌔
、
人
口
は
約
７
０
０
万

人
で
す
。
大
連
港
は
、
世
界

の
多
く
の
国
と
定
期
航
路
を

結
ん
で
い
て
、
伊
万
里
に
も

週
１
便
が
就
航
し
て
い
ま
す
。

大
連
周
水
子
国
際
空
港
は
、

国
内
外
合
わ
せ
て
１
５
０
も

の
路
線
が
あ
り
、
日
本
へ
も

週
68
便
が
飛
ん
で
い
ま
す
。

　
大
連
市
は
省
（
日
本
の
県

に
相
当
）
と
同
格
の
経
済
管

理
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
て
、

中
国
北
方
に
お
け
る
最
大
の

国
家
級
経
済
技
術
開
発
区
、
保

税
区
、
ハ
イ
テ
ク
区
、
金
石

灘
リ
ゾ
ー
ト
区
が
あ
り
ま
す
。

新
素
材
、
機
械
電
子
、
食
品

加
工
、
バ
イ
オ
製
薬
、
ソ
フ

ト
開
発
な
ど
の
現
代
的
な
産

業
群
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
工

何  

慶
海
（
カ  

ケ
イ
カ
イ
）

▽
１
９
７
９
年
遼
寧
省
生
ま
れ

31
歳

▽
沙
河
口
区
人
力
資
源
和
社
会

　
保
障
局
勤
務

▽
平
成
14
年
、
日
本
語
国
際
一

　
級
試
験
に
合
格

慶
海
の
伊
万
里
見
聞
録 

③

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

言
為
心
声 

　
今
回
は
、
大
連
市
の
投
資
環

境
や
対
外
政
策
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

奨
励
し
、
投
資
環
境
を
絶
え
ず

改
善
す
る
こ
と
で
更
な
る
経
済

発
展
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
大

連
市
に
は
世
界
的
な
企
業
が
相

次
い
で
進
出
し
て
お
り
、
な
か

で
も
日
系
企
業
が
一
番
多
く
、

キ
ャ
ノ
ン
、
東
芝
、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
な
ど
の
家
電
業
界
や
伊
藤

忠
商
事
な
ど
の
大
手
が
企
業
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
み

ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
、
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
な
ど
が
大

連
で
支
店
、
も
し
く
は
駐
在
員

事
務
所
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
大
連
は
中
国
に

お
け
る
重
要
な
加
工
製
造
業
基

地
と
な
り
、
国
際
物
流
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
観
光
、
金
融
、
情
報
の

中
心
地
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
伊
万
里
の
皆
さ
ん
、
大
連
へ

の
投
資
や
大
連
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
し
て
、
大
連
と
経
済
や
文

化
の
交
流
を
更
に
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

中国経済の中心地の一つとして発展している大連

国際ファッション祭りの華やかな開幕式の様子

　絶景の大平山山頂で、おいしい伊万里牛のバーベキューを楽しんだ後に、日ご
ろの思いを腹の底からおらんで（叫んで）すっきりした気分になりませんか。

集

伊万里牛マスコットキャラクター
『いまりんモーモちゃん』

82011.8

第３回 伊万里牛喰うておらぼう in 大平山

▷対象者　　どなたでも参加できます
▷参加料　　１人 2,500 円
　（バーベキューセット代）
※当日徴収します
▷募集人数　先着 300 人
▷申込期限　９月９日（金）

▷対象者　　バーベキュー大会参加者
▷募集人数　一般の部、小学生以下の部　

いずれも先着 30 人

▷対象者　　バーベキュー大会参加者
▷賞　品　　伊万里牛などの豪華賞品が当

　　　　　たります

地元産の米で作ったおにぎりのほか、ナ
シやブドウなど地域特産品の販売コー
ナーを設置します

● 申込・問合先
▷市伊万里牛課（　 ☎㉓２９３７）
▷ＪＡ伊万里黒川支所（☎㉗２１５１）

      月　　　日（金・祝）午前 11 時〜９ 23
会場：玄海国定公園大平山（黒川町立目）

バーベキュー大会

おらぼう大会

お楽しみ抽選会

地域の特産品販売

者募
加

参

おいしい
伊万里牛を
食べに来てね



●児童扶養手当とは
　児童扶養手当は、父母の離婚や父
または母の死亡、１年以上の遺棄な
どにより、父または母と生計を同じ
くしていない児童（18 歳になった最
初の３月 31 日まで、または 20 歳未
満の障害児）を監護している父・母
または養育者に支給します。
※所得制限などがありますので、詳
　しくはお尋ねください
●手当額
▷全額支給の場合
　月　額                     41,550 円

（平成 23 年４月より）
▷一部支給の場合
　月　額   9,810 円～ 41,540 円

（平成 23 年４月分より）
▷加算額　第２子
　月　額                       5,000 円
　第３子以降１人につき
　月　額                       3,000 円
※本人および同居の家族の所得に
　よって、手当額が算定されます
●次のような場合には、届け出が必
　要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚
　を含む）したとき
▷受給者や対象児童が公的年金を受
　けるようになったとき
▷対象児童が受給者の生計と別に　
　なったとき
▷児童または受給者が住所を変更し
　たとき
▷対象児童の人数が変更になったとき
●支給制限
　父または母である受給資格者に対
する手当は、支給開始月から５年ま
たは支給要件に該当した月（父子家
庭の場合は、平成 22 年８月１日か
ら起算します）から７年を経過した
ときは、手当額が２分の１になりま
す。就業または求職活動、就業が困
難なことなどいずれか証明できる書
類を提出するとこれまでの手当と同
じ額を受給できます
●新規申請（随時受付け）
　認定を受けると、申請をした月の
　翌月分から支給されます

●特別児童扶養手当とは
　特別児童扶養手当は、身体・知的
または精神に中度以上の障害のある
20 歳未満の児童を監護している父ま
たは母、もしくは養育者に支給しま
す。該当する児童がいる母子家庭な
どには、児童扶養手当と併せて支給
されます。ただし、対象となる児童
が児童福祉施設などに入所している
ときは支給されません。
　なお、所得制限などがありますの
で、詳しくはお尋ねください。
●手当額
▷障害１級該当児童１人につき月額

　50,550 円
▷障害２級該当児童１人につき月額

　33,670 円
※所得制限によって、支給停止にな
　る場合があります
●次のような場合には、届け出が必
　要です
▷対象児童が福祉施設などに入所し
　たとき
▷対象児童または受給者が住所変更
　をしたとき
▷対象児童の障害の程度が変わった
　とき
▷引き続き手当を受けようとすると
　き（再診断）
●新規申請（随時受付け）
　県知事の認定を受けると、申請を
　した月の翌月分から支給されます

●ひとり親家庭等医療費助成とは
　母子・父子家庭の父母とその養育
する児童、父母のいない児童に対し、
健康保険により医療機関で診療を受
けた場合、医療費の自己負担の一部
を助成します。
●助成対象者
▷母子・父子家庭の父母
　20 歳未満の児童を養育している人
▷児童
　18 歳に達した日以後の最初の３月
　31 日までの間にある人
※助成を受けるためには、所得など
　の制限がありますので、詳しくは
　お尋ねください
●助成額
　受給資格者が医療機関などで受診
　し、支払った一部負担金から入院・
　外来を問わず１人１月 500 円を控
　除した額
●助成金申請の期限
　医療機関などで受診した月の翌月
　から起算して１年以内
●新規申請（随時受付け）
　認定を受けると、申請をした日の
　診療分から助成されます

　　現在受給している人は、現況届・更新手続きをお忘れなく！
　　※該当する人には、事前に通知します

■受付期間
　８月８日（月）〜８月 19 日（金）
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分
※土・日曜日は休みです
■受付・問合先
○児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成
　福祉課子育て支援室（　 ☎㉓２１７４）
○特別児童扶養手当
　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）

児童扶養手当特別児童扶養手当ひとり親家庭等

　　　医療費助成

ご存じですか？ 子育てを 応援する制度

9 2011.8
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■受付期間
　8 月１日（月）〜 19 日（金）
　（郵送の場合は 19 日の消印のあるものまで有効）
■受付時間
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分（土・日除く）
■一次試験
▷試験日　　９月 18 日（日）
▷試験会場　致遠館中学校・高等学校（佐賀市）
▷試験内容　高等学校卒業程度の教養試験

■申込書・試験案内の請求
▷下記の問合先にて交付します
▷郵送で請求する場合は、封筒に『採用試験申

込書請求』と朱書きし、120 円切手を貼った
宛先明記の返信用封筒（A ４サイズ）を同封する
こと

■申込先および問合先
▷〒 849-4192
　有田町立部乙 2202 番地
　伊万里・有田地区医療福祉組合公的病院統合

準備室（有田町役場内）（☎㊻２０１４）
■問合先
▷〒 848-0035
　伊万里市二里町大里乙 1271 番地
　伊万里市民病院事務局（　 ☎㉓４１２１）

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

看護師 ６名程度 昭和 51 年４月２日以
降に生まれた人

看護師の免許取得者または平成 23 年度実施の看護師国家試験
に合格し免許取得見込みの人

臨床工学技士 １名 昭和 56 年４月２日以
降に生まれた人

臨床工学技士の免許取得者または平成 23 年度実施の臨床工学
技士国家試験に合格し免許取得見込みの人

社会福祉士 １名 昭和 56 年４月２日以
降に生まれた人

社会福祉士の資格取得者または平成 23 年度実施の社会福祉士
国家試験に合格し資格取得見込みの人

地域医療を担う看護師などを募集します
　伊万里・有田地区医療福祉組合は、来年４月開院予定の『伊万里有田共立病院（仮称）』の看護師、
臨床工学技士、社会福祉士を募集します。

● 活動内容

▷市内で実施される体験活動などへの参加

▷体験活動指導者講習会への参加

※講習修了者は、市所有のキャンプ用品などを借用

することができます

● 募集内容

▷応募資格　20 歳以上の成人

▷応募方法　青少年センターや公民館に備えてある

申込書に必要事項を記載し、青少年センターまで

提出してください（ファックス可能）

▷募集期限　９月 30 日（金）

● 申込・問合先　

　伊万里市松島町 73-1

　青少年センター

　（　 ☎㉓２６５８）

　（　　㉒７９００）FAX

募集します！ 青少年育成サポーター

※その他、詳細は『平成 23 年度伊万里・有田地区医療福祉組合職員採用試験案内』をご覧ください

新病院外観イメージ

　市では、青少年育成指導者を養成するため、青少年の体験活動に関わってもらえる青

少年育成サポーター（指導補佐員）を募集します。青少年の体験活動や育成活動などの経

験が無い人も、これらの活動に興味がある人はぜひご応募ください。
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い
ろ
ん
な
種
類
の
果
物
が
あ

り
ま
す
が
、
夏
の
果
物
の
代
表

格
と
い
え
ば
何
と
言
っ
て
も

『
梨
』
で
し
ょ
う
。
甘
く
て
水
分

が
多
く
、
シ
ャ
ッ
キ
と
し
た
歯

ざ
わ
り
が
最
高
で
す
。
伊
万
里

市
は
梨
の
栽
培
面
積
が
３
４
８

㌶
で
、
全
国
市
町
村
ラ
ン
キ
ン

グ
３
位
で
す
（
平
成
18
年
度
統

計
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
）。

　

伊
万
里
梨
は
、
そ
も
そ
も
歴
史

が
古
く
、
明
治
39
年
に
大
川
町
立

川
で
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
百

有
余
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代

に
か
け
て
、
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
、
山
林
を
開
墾
し
、

主
に
市
の
東
部
地
区
（
南
波
多
・

大
川
・
松
浦
・
波
多
津
）
で
新
た

に
現
在
の
品
種
で
あ
る
幸
水
や
豊

水
が
植
え
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
当
時
最
大
で
４
５
０
㌶

の
植
栽
面
積
を
誇
り
、
西
日
本
一

の
梨
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
は
、『
焼
物
と
フ
ル
ー

ツ
の
里
』
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の

フ
ル
ー
ツ
は
主
に
梨
の
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
梨
の
栽

培
も
時
代
の
経
過
と
と
も
に
い
ろ

ん
な
課
題
に
遭
遇
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

な
ど
の
ほ
か
、
梨
の
老
木
化
に
伴

う
園
地
の
高
齢
化
に
つ
い
て
も
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
６
月
11
日
、

12
日
に
伊
万
里
市
で
第
59
回
全

国
梨
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
梨
生
産
者
が

集
い
、
栽
培
か
ら
販
売
に
至
る

ま
で
の
課
題
や
対
策
に
つ
い
て

事
例
発
表
や
現
地
研
修
な
ど
を

行
い
、
今
後
の
梨
産
業
の
発
展

に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
は
梨
の
最
盛
期
で
あ
り
、

一
番
お
い
し
い
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
伊
万

里
市
の
特
産
品
で
あ
る
梨
を
全
国

の
知
人
や
親
戚
へ
の
贈
答
品
と
し

て
愛
用
し
て
も
ら
い
、
広
く
宣
伝

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

梨
栽
培
面
積
日
本
一
の
福
島

市
も
津
波
の
被
害
で
打
撃
を
受

け
て
い
る
と
聞
き
、
私
も
心
を

痛
め
て
い
ま
す
が
、
伊
万
里
梨

が
台
風
の
被
害
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
全
国
の
消
費
地
で
夏
の

味
覚
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

伊
万
里
梨

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和

※その他、詳細は『伊万里市職員採用試験案内』をご覧ください

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

一般事務Ａ 若干名
昭 和 59 年 ４ 月
２日から平成４
年４月１日まで
に生まれた人

学歴は問いません

下記の住所要件のいずれかに該当す
ること
①平成 23 年４月１日現在、伊万里市

に住民登録をし、引き続き居住し
ている人

②伊万里市に居住していた人で、当
時生計を同じくしていた２親等以
内の親族（①に該当）を残し、市
外に居住している人（学生、U ター
ン希望者など）

一般事務Ｂ 若干名
平成４年４月２日
から平成６年４月
１日までに生まれ
た人

伊万里の明日を担う市職員を募集します

■受付期間
　8 月１日（月）〜 19 日（金）
　（郵送の場合は 19 日の消印のあるものまで有効）
■受付時間
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分（土・日除く）
■一次試験
▷試験日　　９月 18 日（日）
▷試験会場　市民センター（伊万里市松島町）
▷試験内容　
○一般事務Ａ：短期大学卒業程度の教養試験
○一般事務Ｂ：高等学校卒業程度の教養試験

■申込書・試験案内の請求
▷ 8 月１日以降に総務課で配布します
▷郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書

請求』と朱書きし、120 円切手を貼った宛先明
記の返信用封筒（A ４サイズ）を同封すること

▷市のホームページから様式をダウンロードでき
ます（８月１日以降）

■申込先および問合先
　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355 番地１
　伊万里市役所　総務課職員係（　 ☎㉓２１２７）

一緒に築こう　
伊万里の未来！



　カブトガニの産卵を観る会が多々良海岸で

あり、神秘的なシーンを観ようと親子連れな

ど約100人が来場。伊万里高校の理化・生物

部による生態説明を受けながら、砂浜近くに

現れた８つがいの産卵の様子を熱心に観察し

ていました。また、この日は牧島小学校や山

代中学校などで飼育されたカブトガニの幼生

を児童たちが海に放流。地域や学校、各団体

の皆さんの連携による保護活動のおかげで、

年間産卵つがい数も少しずつ増加しています。

　　　 カブトガニの産卵を観る会受け継がれる生命の神秘

↓来場者にカブトガニの生態などを詳しく説明する伊万里高校の理化・生物部の皆さん

団体や地元の皆さんが日ごろ
から清掃など保護活動を実施 産卵するカブトガニのつがい 幼生を放流する子ども達

7.17
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　災害時の電話回線の混雑を避け、専用ダイヤル『171』

を使って安否確認を行う災害用伝言ダイヤルの体験学習会

が大坪小学校でありました。これは、日本公衆電話会が開

催したもので、６年生32人が使い方を学びました。児童

たちは、臨時に設置された公衆電話を使ってメッセージを

録音するなど、本番さながらの訓練に取り組んでいました。

↑「体育館に避難しています」と無事を知らせる訓練を行う児童ら

　　　 災害用伝言ダイヤル『171』体験学習会もしもの時は落ち着いて安否確認を

　正しい自転車の乗り方を知ることで交通事故を防ごう

と、交通安全子供自転車佐賀県大会が佐賀市で開催され、

県内17の小学校が参加。学科テストのほか、技能や安全

走行を競う実技テストを受けました。この日は、伊万里代

表として立花小学校の児童たちが出場。日ごろの練習の成

果を発揮し、伊万里では初めてとなる３位に入賞しました。

↓見事３位に入賞し、満足な表情の立花小学校の児童たち

　　　 第45回交通安全子供自転車佐賀県大会伊万里初！立花小が見事３位入賞

まちの話題

7.9

6.21

みんなの広場

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）
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お
盆
は
、
お
お
よ
そ
旧
暦
７

月
13
日
か
ら
15
日
の
行
事
で
す
。

明
治
時
代
に
新
暦
が
採
用
さ
れ

た
の
で
、
現
代
で
は
、「
七
月
盆
」

と
「
八
月
盆
」
の
地
域
が
あ
り

ま
す
。

　
お
盆
に
は
、

各
地
で
盆
踊
り

が
行
わ
れ
ま
す
。

盆
踊
り
は
、
盆

に
迎
え
た
祖そ

れ
い霊

を
な
ぐ
さ
め
、

送
る
踊
り
で
す
。

　
や
ぐ
ら
を
中

心
に
輪
に
な
っ

て
踊
る
形
式
と
、

列
を
な
し
て
通

り
を
流
す
形
式
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
盆
踊
り
は
、
や
ぐ
ら
を

中
心
に
輪
に
な
っ
て
踊
る
も
の

が
、
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
盆
踊
り
口
説
と
は
、口
説
（
七

字
や
五
字
の
語
句
の
組
み
合
わ

せ
唄
）
に
あ
わ
せ
て
踊
る
も
の

で
、
市
内
で
は
、
波
多
津
町
浦

に
『
新
徳
丸
口
説
』
と
『
お
艶

口
説
』
と
い
う
二
つ
の
口
説
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

　
盆
踊
り
口
説
は
、
念
仏
を
唱

え
て
御ご

り
ょ
う霊
を
供

養
す
る
念
仏
踊
り

が
、
参
加
す
る

人
々
の
楽
し
み
の

た
め
に
、
こ
の
口

説
に
あ
わ
せ
て
踊

る
こ
と
で
祖
霊
を

な
ぐ
さ
め
る
踊
り

に
変
わ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
波
多
津
町
浦
で

は
、
毎
年
８
月
13
日
か
ら
15
日

ま
で
の
、
お
盆
の
間
は
、
初
盆

の
家
で
、
盆
踊
り
を
し
て
、
死

者
を
な
ぐ
さ
め
ま
す
。
盆
明
け

の
８
月
16
日
に
は
、
納
涼
盆
踊

り
大
会
で
人
々
が
楽
し
み
ま
す
。

　

盆
踊
り
口く

ど

き説

　
〜 

念
仏
踊
り
が
人
々
の
楽
し
み
の
た
め
に
変
化
し
た
踊
り 

〜

　
　
　
伝
統
の
祭
り
や
行
事 

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
市
民
セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
入

門
講
座
『
親
子
で
お
菓
子
作
り
教

室
』
の
開
講
式
が
、
７
月
11
日
に

市
民
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
お
菓
子
作
り
を

通
じ
て
親
子
の
絆

き
ず
な
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
市
が
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
11
年
目
。
８
月
末
ま

で
に
計
８
回
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
伊
万
里
西
松
浦
菓
子
工
業

親
子
で
楽
し
く
お
菓
子
作
り
に
挑
戦
！

組
合
の
皆
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
本
格
的
な
ス
イ
ー
ツ
作
り

な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
16
組
40
人
の
親
子

が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
マ
フ
ィ
ン
作
り

に
挑
戦
。
子
ど
も
達
は
、
お
母
さ

ん
に
手
を
添
え
て
も
ら
い
な
が
ら

卵
を
割
っ
た
り
生
地
を
混
ぜ
合
わ

せ
た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
く
親
子

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

↑みんなで協力してマフィンの生地を作りました

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

人
と
人
の
素
敵
な
関
係
を
つ
く
る
た
め
に

　
人
と
人
と
の
関
係
で
大
切
な
こ

と
は
、
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
相
手
が
異
性
で
あ
っ

て
も
同
じ
で
、
お
互
い
を
尊
重
す

る
気
持
ち
が
思
い
や
り
と
な
っ
て

人
生
を
輝
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
自

分
が
嫌
だ
と
思
う
こ
と
は
し
っ
か

り
と
相
手
に
伝
え
、
お
互
い
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
た
上
で
理
解
し

合
う
、
そ
ん
な
関
係
で
な
け
れ
ば

素
敵
な
関
係
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
最
近
、『
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
』
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
の
こ
と
。「
他
の
異
性
と
口
を

き
い
た
」「
す
ぐ
に
メ
ー
ル
の
返
事

を
し
な
い
」
な
ど
の
身
勝
手
な
理

由
で
暴
力
を
ふ
る
う
も
の
で
、
身

体
的
に
も
精
神
的
に
も
自
分
の
思

い
通
り
に
支
配
し
よ
う
と
す
る
行

為
の
こ
と
で
す
。
主
に
学
生
な
ど

若
い
世
代
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
背
景

に
は
、
親
や
先
生
な
ど
大
人
に
相

談
し
に
く
い
事
柄
で
あ
る
こ
と

や
、
友
達
に
相
談
し
て
も
、「
愛

さ
れ
て
い
る
か
ら
」「
よ
く
あ
る
話

だ
」
な
ど
、
無
責
任
な
ア
ド
バ
イ

ス
し
か
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
多

い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
い
ま
り

プ
ラ
ザ
で
は
、
昨
年
度
、
ア
バ
ン
セ

県
民
グ
ル
ー
プ
研
究
交
流
支
援
事

業
を
活
用
し
、
Ｄ
Ｖ
被
害
防
止
に

向
け
た
紙
芝
居
を
作
成
し
ま
し
た
。

身
近
な
例
を
挙
げ
、
ど
こ
に
問
題
が

あ
る
の
か
な
ど
を
子
ど
も
達
に
考
え

さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
の
紙
芝
居
を
使

っ
て
市
内
の
中
学
校
な
ど
で
出
前

講
座
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
の
明
る
い

未
来
の
た
め
に
、
大
人
に
も
ぜ
ひ

見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
前
講
座
の
申
し
込
み
は
、
市
男

女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
㉓

２
１
１
５
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
入
門
講
座

◯30

波多津町浦の盆踊り口説



2011.8 14

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈
い
つ
ま
で
も

　
七
夕
の
日
を
前
に
７
月
４
日
、

消
防
本
部
で
『
防
火
七
夕
』
の
飾

り
付
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
花
火
を
楽
し
む
機
会

が
増
え
る
夏
の
七
夕
に
あ
わ
せ
、

幼
少
期
の
防
火
意
識
の
向
上
を
め

ざ
し
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
年
も
、
み
な
み
保
育
園
の

園
児
約
50
人
が
参
加
し
、
元
気
よ

く
七
夕
の
歌
を
合
唱
し
た
後
、
防

火
へ
の
思
い
や
願
い
ご
と
を
書
い

た
色
と
り
ど
り
の
短
冊
を
笹
に
飾

り
つ
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
七
夕
の
日
に
開
館
16
周

年
を
迎
え
た
市
民
図
書
館
の
誕

生
日
を
祝
う
『
第
16
回
図
書
館

☆
（
ほ
し
）
ま
つ
り
』
が
７
月
９

日
、
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、市
内
30
団
体
で
つ
く
る
『
図

書
館
☆
ま
つ
り
実
行
委
員
会
』
が

開
催
し
た
も
の
で
、
２
日
間
で
約

４
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
啓
成
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

10
周
年
を
迎
え
た
『
い
す
の
木
合

唱
団
』
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
を
は
じ

め
、『
昔
な
つ
か
し
自
転
車
紙
芝

居
』
の
実
演
の
ほ
か
、
図
書
館
を

拠
点
に
活
動
す
る
団
体
な
ど
に
よ

る
バ
ザ
ー
や
展
示
会
な
ど
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

『
防
火
七
夕
』
と
『
図
書
館
☆
ま
つ
り
』

 

七
夕
の
日
に
ち
な
ん
だ
笑
顔
あ
ふ
れ
る
催
し
を
開
催

お
元
気
で

　
７
月
11
日
、松
尾
ヒ
デ
さ
ん
（
新

天
町
中
井
樋
）
が
め
で
た
く
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚
部
市

長
か
ら
１
３
３
番
目
と
な
る
百
寿

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ヒ
デ
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
遠
い

ほ
か
は
、
い
た
っ
て
健
康
そ
の
も

の
。
今
で
も
、
好
物
の
お
寿
司
や

お
刺
身
を
、
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

　
趣
味
は
読
書
で
、
手
先
が
器
用

で
編
み
物
や
料
理
が
得
意
だ
っ
た

と
い
う
ヒ
デ
さ
ん
の
長
生
き
の

秘ひ
け
つ訣
は
、
次
の
２
つ
。
１
つ
目
は
、

『
自
分
が
思
う
よ
う
に
生
き
て
、
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
』。
２

つ
目
は
、『
一
生
懸
命
仕
事
を
す

る
こ
と
』
と
の
こ
と
で
し
た
。
仕

事
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
ヒ
デ

さ
ん
は
、
90
歳
近
く
ま
で
花
店
を

経
営
し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
塚
部
市
長
か
ら
百
寿
メ
ダ
ル
を

首
に
か
け
て
も
ら
い
、
家
族
の
皆

さ
ん
か
ら
祝
福
を
受
け
る
と
、
と

て
も
朗
ら
か
な
表
情
を
浮
か
べ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

松尾ヒデさん
（新天町）
133 番目

↑思い思いの願いを短冊に込めました

↑人気の『昔なつかし自転車紙芝居』

↑『いすの木合唱団』の歌声が会場を魅了

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

復
興
の
奥
の
細
道
盆
の
月

「
お
し
っ
こ
注
意
」
家
主
は
叫
ぶ

　

真
昼
間
の
櫻
大
樹
に
蝉せ

み

の
連
な
り原

田　

美
代
子

白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

米
岡　

す
み
れ
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時
ときもり

盛 千
ち あ き

晶 さん

★
お
仕
事
は
　
家
事
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
ゲ

ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど
に
自
分
の
声

が
出
演
す
る
ボ
イ
ス
ク
リ
エ
ー

タ
ー
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
ま

す
★
で
も
理
学
療
法
士
へ
の
夢

も
捨
て
が
た
い
ん
で
す
よ
ね
♬

★
趣
味
は
　
カ
メ
ラ
♥
一
眼
レ
フ

を
持
っ
て
風
景
な
ど
を
撮
り
に

行
っ
て
ま
す
♬
時
に
は
友
達
の

コ
ス
プ
レ
姿
を
撮
る
こ
と
も
★

★
楽
し
み
は
　
父
や
母
と
行
く
カ

ラ
オ
ケ
で
す
ね
♬
一
番
熱
唱
す

る
の
は
父
★
ジ
ュ
リ
ー
の
歌
で

常
に
盛
り
上
が
っ
て
ま
〜
す

(^^)

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は

　
適
度
に
甘
え
さ
せ
て
く
れ
て
、

甘
え
て
く
れ
る
人
で
す
ね
っ
♥

★弁天町

★てんびん座・Ａ型

　
わ
た
し
の
お
気
に
入
り
は
プ
リ

キ
ュ
ア
♬
か
わ
い
く
て
、
か
っ
こ

い
い
か
ら
あ
こ
が
れ
ち
ゃ
う
の
★

で
も
一
番
好
き
な
の
は
、
い
つ
も

肩
車
し
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
と
、

お
い
し
い
オ
ム
ラ
イ
ス
を
作
っ
て

く
れ
る
お
母
さ
ん
な
ん
だ
よ
っ
♥

岩
い わ の

野     結
ゆい

 さん

　
明
る
く
て
お
話
し
好
き
の
結
ち

ゃ
ん
★
い
つ
も
弟
や
妹
の
面
倒
を

み
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♥
み
ん

な
で
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♬

★充
みつよし

佳・亜
あ き

紀さんの長女

★東山代町里

(　  )5 歳

(22 歳)

 
ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

●
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

  

子
ど
も
の
病
気
、
ど
う
対
処
し
て
い
ま
す
か
③

　
　
　 

伊
万
里
市
民
病
院  

小
児
科  

土
井 

知
己

　
病
原
体
の
感
染
に
よ
る
胃
腸
炎

（
お
な
か
の
カ
ゼ
）
の
際
に
起
こ
る

嘔
吐
や
下
痢
も
、
体
を
守
る
た
め

の
防
御
機
能
で
す
。
吐
き
気
や
嘔

吐
、
下
痢
に
よ
り
病
原
体
を
外
に

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
胃
や
腸
は

危
害
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
の
吐
き
気
や
嘔

吐
は
、
数
時
間
ぐ
ら
い
で
徐
々
に

治
ま
る
の
で
、
そ
の
間
は
絶
食
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
吐
き
気

が
少
し
治
ま
る
の
を
待
ち
、
経

口
補
水
液
や
塩
を
ひ
と
つ
ま
み
足

し
た
乳
幼
児
用
の
イ
オ
ン
飲
料
を

ス
プ
ー
ン
１
杯
ず
つ
数
分
お
き
に

飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
し
ば
ら
く

待
っ
て
も
吐
き
気
が
強
く
、
水
分

が
摂
れ
そ
う
に
な
い
時
に
は
吐
き
気

止
め
の
薬
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
吐
き
気
・
嘔
吐
が
治
ま
っ
た
時
に

下
痢
を
し
て
い
た
ら
、
整
腸
剤
な

ど
体
に
善
い
菌
を
飲
ん
で
腸
の
環

境
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。
下
痢
止

め
の
薬
は
病
原
体
を
外
に
出
そ
う

と
す
る
腸
の
働
き
を
抑
え
て
し
ま

い
ま
す
。
下
痢
が
ひ
ど
い
時
以
外

は
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ

う
。
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

下
痢
を
し
て
い
て
も
通
常
の
食
事

を
摂
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
脂
身
の
多
い
物
、
糖
分
を
多

く
含
む
飲
み
物
や
食
品
は
下
痢
を

悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
控

え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
嘔
吐
や
下

痢
の
時
は
水
分
だ
け
で
な
く
塩
分

も
補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
脱
水
症
で
受
診
す
る
目
安

は
、
尿
が
昼
間
４
時
間
以
上
あ
る
い

は
半
日
出
な
い
時
、
ぐ
っ
た
り
し
て

元
気
が
な
い
時
、
目
が
く
ぼ
ん
で
い

る
時
、
口
の
中
や
唇
が
カ
サ
カ
サ
乾

い
て
い
る
時
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う

に
、
発
熱
や
咳
、
鼻
水
、
嘔
吐
、
下

痢
な
ど
の
症
状
は
、
病
原
体
か
ら
身

を
守
る
防
御
反
応
で
す
。
で
す
か
ら
、

単
純
に
『
熱
が
あ
る
か
ら
解
熱
剤
』

『
咳
が
あ
る
か
ら
咳
止
め
薬
』
を
服

用
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
ぜ
ひ
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　
海
外
と
比
べ
、
日
本
で
は
薬
に
過

剰
に
期
待
す
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で

す
。
多
く
の
小
児
科
医
は
「
自
分
た

ち
が
子
ど
も
を
治
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
治
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
の
力

（
自
然
治
癒
力
）
を
少
し
手
助
け
し

て
い
る
だ
け
な
ん
だ
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。『
自
然
治
癒
力
』対『
薬
の
力
』

の
割
合
は
『
９
』
対
『
１
』
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
多

く
の
保
護
者
は
、逆
に
『
１
』
対
『
９
』

と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
の
ケ
ア
で
大
切
な
こ

と
は
、『
子
ど
も
の
自
然
治
癒
力
を

信
じ
る
こ
と
』
と
『
ど
れ
だ
け
水
を

う
ま
く
使
う
か
』で
す
。
決
し
て『
薬

を
飲
ま
せ
る
こ
と
』
で
は
な
い
こ
と

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

嘔
吐
の
場
合
の
注
意
事
項
は

治
ろ
う
と
す
る
力
を
大
切
に

　
こ
れ
ま
で
、
発
熱
や
咳せ

き

、
鼻
水
な
ど
は
病
原
体
に
対
す
る
防
御
機
能

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
症
状
を
無
理
に
抑
え
る
と
、
か
え
っ
て
治
癒
を
遅

ら
せ
る
な
ど
の
弊
害
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
嘔お

う
と吐
や
下
痢
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

下
痢
の
と
き
は
腸
環
境
を
整
え
る

自然治癒力を生かしましょう
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８月の市民スポーツ

８月の町民スポーツ

　
７
月
３
日
か
ら
10
日
に
か
け

て
、
市
長
旗
争
奪
第
38
回
市
少
年

野
球
大
会
が
国
見
台
野
球
場
で
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
市
内
13
チ
ー

ム
が
連
日
に
わ
た
り
白
熱
し
た
試

合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
伊
万
里
愛
球
会
と

南
波
多
少
年
野
球
と
の
対
戦
。
先

に
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
た
の
は
南

波
多
少
年
野
球
で
、
２
回
表
に
梅

村
選
手
の
２
塁
打
で
１
点
を
先
制

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏
に

伊
万
里
愛
球
会
の
猛
打
が
爆
発
。

山
口
選
手
と
吉
富
選
手
に
よ
る
２

者
連
続
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン

な
ど
、
一
気
に
８
点
を
奪
っ
て
逆

市
長
旗
争
奪
第
38
回
市
少
年
野
球
大
会

伊
万
里
愛
球
会
が
見
事
優
勝

転
に
成
功
し
ま
し
た
。
３
回
以
降

は
両
投
手
が
力
投
を
み
せ
、
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
ー
も
随
所
に
飛
び
出
す

な
ど
お
互
い
に
ホ
ー
ム
を
死
守
。

そ
の
ま
ま
８
対
１
で
伊
万
里
愛
球

会
が
勝
利
し
、
優
勝
旗
を
手
に
し

ま
し
た
。

　
上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
愛
球
会

▽
準
優
勝
　
南
波
多
少
年
野
球

▽
３
　
位
　
東
山
代
少
年
野
球

【
予
選
１
位
グ
ル
ー
プ
】

第
１
位
　
み
な
み
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
Ａ

第
２
位
　
山
　
代

【
予
選
２
位
グ
ル
ー
プ
】

第
１
位
　
Ｉ
Ｔ
松
浦

第
２
位
　
い
た
ち
く
う

【
予
選
３
位
グ
ル
ー
プ
】

第
１
位
　
み
な
み
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
Ｂ

第
２
位
　
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

期
　
日
　
６
月
19
日
（
日
）

会
　
場
　
国
見
台
体
育
館

参
加
者
　
48
組
、
96
人

■
市
内
選
手
の
主
な
成
績

【
壮
年
男
子
】

優
　
勝
　
土
井
　
和
則
（
大
川
町
）

　
　
　
　
原
尾
　
員
馬
（
佐
世
保
市
）

【
壮
年
女
子
】

優
　
勝
　
平
山
　
初
美
（
大
川
町
）

　
　
　
　
花
田
ハ
ル
エ
（
大
坪
町
）

準
優
勝
　
西
岡
須
美
子
（
二
里
町
）

　
　
　
　
小
松
　
洋
子
（
二
里
町
）

【
初
心
者
女
子
】

準
優
勝
　
土
井
千
代
子
（
大
川
町
）

　
　
　
　
一
ノ
瀬
詩
織
（
鹿
島
市
）

※
ペ
ア
で
表
記
し
て
い
ま
す

第
17
回
あ
じ
さ
い
カ
ッ
プ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

期
　
日
　
６
月
26
日
（
日
）

会
　
場
　
国
見
台
体
育
館

参
加
者
　
９
チ
ー
ム
、
70
人

第
13
回

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

期
　
日
　
７
月
３
日
（
日
）

会
　
場
　
国
見
台
体
育
館

参
加
者
　
27
チ
ー
ム
、
１
３
５
人

第
５
回
市
民
ソ
フ
ト

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
一
般
（
混
合
）
の
部
】

優
　
勝
　
ｍ
‐
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
エ
ク
セ
ル
Ｂ

【
女
性
の
部
】

優
　
勝
　
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ブ

準
優
勝
　
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

15 日（月）

●山代町民球技大会

　午前８時 15 分開会　山代中学校ほか

17 日（水）〜

●黒川町ナイターソフトボール大会

　午後７時開会　黒川小学校

28 日（日）

●波多津町民ソフトボール大会

　午前７時 30 分開会

　波多津運動広場ほか

●南波多町民球技大会

　午前７時 30 分開会

　南波多小・中学校

９月４日（日）

●大坪地区球技大会

　午前８時 30 分開会　

　伊万里中学校ほか

●東山代町三世代交流

グラウンド・ゴルフ大会

　午前８時30 分開会　東山代運動広場

９月５日（月）〜　

●黒川町ナイター

ソフトバレーボール大会

　午後７時 30 分開会　黒川小学校

19 日（金）〜 21 日（日）

●平成23年度国民体育大会第31 回

九州ブロック大会ホッケー競技

　午前８時 30 分試合開始

　伊万里商業高校ほか

25 日（木）

●ニュースポーツ指導者講習会

　午後１時 30 分開会　国見台体育館

↑優勝を決め、笑顔がはじける伊万里愛球会の選手たち

！

↑
決
勝
戦
で
３
打
点
を
あ
げ
、
投
打
に

活
躍
し
た
伊
万
里
・
山
口
選
手
（
右
）
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↑決勝戦を逆転で制し、２年連続で優勝した伊万里中学校ナイン

※市内出身選手の上位成績は次のとおりです

【男子小学Ｂ　100 ㍍】

２位　犬塚 恭助      15 秒 33　       牧島ジュニア陸上

３位　坂本 康昌      15 秒 36          青嶺陸上

【男子一般・高校Ａ 100 ㍍】

１位　福富 晃希 　  10 秒 90          佐賀工業高校

【男子共通　200 ㍍】

２位　藤    政貴　   22 秒 85          伊万里商業高校

【男子共通　400 ㍍】

３位　藤    政貴　   51 秒 23          伊万里商業高校

【男子中学　800 ㍍】

１位　田中 太将　   2 分 02 秒 09    ＩＪＡＣ

【男子共通　1500 ㍍】

３位　松下    良　   4 分 24 秒 20    青嶺中学校

【男子共通　走幅跳】

１位　長野 諒平　   6 ㍍ 09            国見台ＡＣ

２位　長野 駿平　   5 ㍍ 94            伊万里商業高校

【男子一般・高校　やり投】

３位　山口 司貴 　  47 ㍍ 71          敬徳高校

【女子小学Ａ　100 ㍍】

１位　松本 陽向子   14 秒 89          伊万里三香クラブ

２位　松尾 小雪 　  15 秒 05          伊万里三香クラブ

３位　樋渡    葵 　  15 秒 25          伊万里三香クラブ

【女子小学Ｂ　100 ㍍】

２位　古賀 咲也香   15 秒 55          伊万里三香クラブ

３位　福山 莉子 　  15 秒 59          ＩＪＡＣ

【女子中学Ａ　100 ㍍】

２位　松本 華奈      12 秒 90          国見中学校

【女子一般・高校 100 ㍍】

３位　川原 久美子   12 秒 89          佐賀商業高校

【女子共通　200 ㍍】

２位　荿 亜依子　   26 秒 45          伊万里商業高校

３位　松本 華奈      27 秒 03          国見中学校

【女子中学　800 ㍍】

１位　相良 祐希 　  2 分 25 秒 58 　啓成中学校

２位　松尾 千夏 　  2 分 25 秒 71    青嶺中学校

【女子共通　1500 ㍍】

１位　松尾 千夏 　  4 分 57 秒 46    青嶺中学校

３位　中尾 彩子 　  5 分 04 秒 57    伊万里中学校

【女子共通　3000 ㍍】

１位　犬塚 春花      10 分 01 秒 72  多久高校

【女子一般・高校　やり投】

２位　藤本    楓 　  32 ㍍ 08          伊万里商業高校

第 11 回 国見台ナイター陸上大会

● 期 日　７月９日（土）　
● 会 場　国見台陸上競技場

市長旗争奪第 33 回伊万里市中学生野球大会

　
市
長
旗
争
奪
第
33
回
中
学
生
野
球
大
会
が
６
月

11
日
か
ら
７
月
２
日
に
か
け
て
、
国
見
台
野
球
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
か
ら
７
校

が
出
場
し
、
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
の
カ
ー
ド
は
、
１
回
戦
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
し
た
伊
万
里
中
学
校
と
準
決
勝
で
逆
転
勝
利
を

収
め
た
南
波
多
中
学
校
。
波
に
乗
っ
た
両
校
の
激

突
と
な
り
ま
し
た
。
試
合
は
、
南
波
多
中
が
１
回

表
に
小
松（
竜
）選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
な
ど

で
幸
先
良
く
２
点
を
先
取
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

息
詰
ま
る
投
手
戦
。
両
チ
ー
ム
の
堅
守
も
光
り
、

ゼ
ロ
更
新
が
続
き
ま
す
。
終
盤
に
粘
り
を
見
せ
た

の
は
伊
万
里
中
。
６
回
裏
に
原
選
手
が
逆
転
の
２

塁
打
を
放
つ
な
ど
５
点
を
も
ぎ
取
り
、
そ
の
ま
ま

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
５
対
２
で
伊
万
里
中
が
逆
転
勝

ち
を
収
め
見
事
に
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
中
学
校

▽
準
優
勝
　
南
波
多
中
学
校

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
選
出

　
伊
万
里
中
学
校
１
年
の
小
村
凛り

ん
ぺ
い平

さ
ん
が
、
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
（
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト

級
）
の
一
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
『
日
本
オ

プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
セ
ー
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
（
小
・
中
学
生
）』
で
、
小
村

さ
ん
は
初
出
場
な
が
ら
総
合
26
位
、

小
学
生
の
部
で
３
位
入
賞
と
い
う
快

挙
を
達
成
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
活
躍

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
代
表
選
出
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
小
村
さ
ん
は
、
７
月
22
日
か
ら
30

日
に
か
け
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ

伊万里中が逆転勝利で２連覇！

伊
中
・
小
村
　 

が
ア
ジ
ア
選
手
権
出
場↑７月 11 日、塚部市長に出場報告を

行い、アジア大会では 30 位以内を
めざしたいと話す小村凛平さん（右）

れ
る
『
２
０
１
１
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト

級
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
』
に
出
場
し

ま
す
。（
７
月
21
日
現
在
）

さ
  ん



う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
・
診
療
科
目

▽
８
月
14
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
内
科
・

　
外
科
・
小
児
科
）

▽
８
月
15
日
（
月
）

　
午
後
８
時
〜
10
時
（
小
児
科
）

※
８
月
13
日
（
土
）
は
閉
院

● 

問
合
先
　
伊
万
里
休
日
・
夜
間

　
急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
　
☎
㉓
９
９
１
０
）

● 

日
　
時

　
８
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

● 

会
　
場
　
ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル

● 

出
場
者
　
予
選
を
通
過
し
た
10

人
の
中
学
生
（
中
学
校
か
ら
推

薦
さ
れ
た
生
徒
の
中
か
ら
選
出
）

● 

発
表
時
間
　
１
人
５
分
程
度

● 

入
場
料
　
無
　
料

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
青
少
年
育
成

　
県
民
会
議
事
務
局

　
　（
　
☎
０
９
５
２
㉕
７
３
５
０
）
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お知らせコーナー
チャンネル

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

チャンネル

　
お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

船
と
お
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
精
霊
流
し
を
行
う
時
間
と
場

所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
８
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
10
時

● 

場
　
所

▽
水
に
浮
く
も
の

　
岩
栗
橋
か
ら
松
島
橋
の
間

▽
水
に
沈
む
も
の

　
船
屋
橋
下
流
の
川
落
と
し
合
戦

場
に
設
置
す
る
祭
壇
に
お
供
え

し
て
く
だ
さ
い
（
川
に
は
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
）

● 

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）   

◆
野
犬
捕
獲
お
よ
び
犬
・
猫
取
引
業
務

▽
休
み
期
間

　
８
月
13
日
（
土
）
〜
15
日
（
月
）

◆
し
尿
く
み
取
り

▽
休
み
期
間

　
８
月
13
日
（
土
）
〜
16
日
（
火
）

◆
環
境
セ
ン
タ
ー

▽
休
み
　
８
月
14
日
（
日
）

※
ご
み
の
収
集
は
通
常
ど
お
り

● 

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
８
月
は
『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』

で
す
。
道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日

の
生
活
を
支
え
る
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
８
月
10
日
の

『
道
の
日
』
を
契
機
に
も
う
一
度
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
推
進
標
語
　『
ふ
し
ぎ
だ
ね
　
こ

　
の
道
歩
く
と
　
ほ
っ
と
す
る
』

● 

問
合
先
　
土
木
管
理
課
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
４
８
４
）

　
伊
万
里
休
日
・
夜
間
急
患
医
療

セ
ン
タ
ー
の
お
盆
期
間
中
の
開
院

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
受
診

前
に
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか
　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　８月 17 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　黒川公民館
②お誕生会（要申込）
　８月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　８月 24 日（水）
　　　　　午前 11 時 〜11 時 45 分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（☎㉓５１９７）

お
盆
は
お
休
み
し
ま
す

　８月９日は、長崎市に原

爆が投下された日です。

　今もなお、原爆症で苦し

んでいる数多くの人々の早

い回復と、原爆死没者のご

めい福を祈るため、市役所、

各町公民館などで午前 11

時２分にサイレンを鳴らし

ます。１分間の黙とうをさ

さげましょう。

　また、８月 15 日は、終

戦記念日です。戦争で亡く

なった数多くの人々の追悼

と恒久平和を祈念するた

め、正午にサイレンを鳴ら

します。１分間の黙とうを

ささげましょう。
●問合先　総務課行政係

（ 　☎㉓２１２３）

８月９日と15日は
平和の祈りを

精
霊
流
し
は
時
間
と

場

所

を

守

っ

て

公園橋

幸橋

延命橋

相生橋

８

月

10

日

は

『
道
の
日
』
で
す

第
33
回
少
年
の
主
張

佐

賀

県

大

会

お
盆
期
間
中
の
急
患

セ
ン
タ
ー
開
院
情
報

キョーエイホーム 検索検索
佐賀県知事許可（般−19）  第10608号

伊万里市山代町楠久津177-28

家づくり適正価格宣言！！

㈱共栄

0120-938-935
AM 9:00 ～ PM 19:00

全国400社 ホームビルダー集団
もちろんお見積は無料です。お気軽に ポチッと

お住まいの困った　 を　　　　　と解決します！ズバッズバッ
注目～



　
佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
『
脇
野
の
大
念
仏
』

の
公
演
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
　
８
月
21
日
（
日
）

　
午
後
７
時
〜
（
小
雨
決
行
）

● 

場
　
所
　

　
宝
積
寺
境
内
（
東
山
代
町
脇
野
）

● 

イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
脇
野
の
大
念
仏
公
開
と
公
演

▽
踊
り
披
露
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

● 

問
合
先
　
脇
野
公
民
館
　
中
倉

（
☎
０
９
０
‐
９
０
７
２
‐ 

４
９
０
４
）

● 

調
査
方
法
　
調
査
は
、
市
が
委

託
し
た
業
者
の
調
査
員
（
２
人

１
組
）
が
行
い
ま
す
。
家
屋
課

税
台
帳
お
よ
び
図
面
に
基
づ
き
、

実
際
の
家
屋
と
照
合
し
な
が
ら

外
観
で
の
調
査
を
行
い
ま
す

※
所
有
者
が
立
ち
会
う
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
が
、
調
査
員
が
敷
地

　
内
に
入
っ
た
り
、
建
物
に
つ
い

　
て
尋
ね
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
（
家
屋
の
中
に
は
入
り
ま

　
せ
ん
）。
な
お
、
原
則
と
し
て
所

　
有
者
な
ど
が
不
在
で
も
調
査
を

　
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

　
願
い
し
ま
す

● 

問
合
先
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　  

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

　
地
域
の
防
火
防
災
の
最
前
線
で

活
躍
し
て
い
る
消
防
団
員
の
職
務

遂
行
に
必
要
な
事
項
を
点
検
す
る

伊
万
里
市
消
防
団
夏
季
点
検
を
実

施
し
ま
す
。
猛
暑
の
中
で
行
わ
れ

ま
す
が
、
消
防
団
員
の
日
ご
ろ
の

訓
練
成
果
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
　
８
月
21
日
（
日
）

午
前
８
時
〜

● 

場
　
所
　
消
防
本
部
訓
練
場

● 

問
合
先
　
消
防
総
務
課
消
防
団
係

　
　
　
　
　  

（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

　
民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い(

申
込
書
は
市

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す)

● 

申
込
期
限
　
８
月
31
日(

水)

※
申
込
多
数
の
場
合
は
先
着
順

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
家
屋
照
合
調
査
と
は
、
新
築
・

増
築
で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
家
屋
（
居
宅

や
倉
庫
な
ど
）
や
取
り
壊
し
の
届

け
出
が
な
い
ま
ま
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
が
な
い
か

な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。
公

正
で
適
正
な
課
税
を
目
的
と
し

て
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

● 

調
査
開
始
予
定
　
８
月
か
ら

お知らせコーナー
チャンネル
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消
防
団
夏
季
点
検

　
限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
を

目
的
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
９
月
23
日(

金
・
祝)

　
午
前
９
時
～
正
午

● 

場
　
所
　
市
役
所
裏
の
公
用
車

　
車
庫
と
そ
の
周
辺

● 

催
　
し
　
環
境
美
化
功
労
者
表

彰
式
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、

環
境
パ
ネ
ル
展
な
ど

●
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

　
あ
な
た
も
日
用
雑
貨
や
衣
類
、

　
陶
磁
器
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
出

　
店
し
て
み
ま
せ
ん
か

● 

出
店
資
格
　

　
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
興
味
が
あ

　
る
市
内
在
住
の
個
人
お
よ
び
団

　
体
（
15
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

● 

出
店
料
　
無
　
料

● 

申
込
方
法
　
環
境
課
、
各
町
公

脇
野
『
大
念
仏
』
公
演

万

燈

の

夕

べ

第
16

回

伊

万

里

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　今回は、九州高校総体アベック
優勝の伊万里商業高校も出場する
国民体育大会九州ブロック大会
ホッケー競技のお知らせです。市
民の皆さんご声援をよろしくお願
いします。　
■国民体育大会第 31 回

九州ブロック大会ホッケー競技
▷日　時　
　８月 19 日（金）〜 21 日（日）
▷会　場　
　伊万里商業高校グラウンド　　
　                  （１回戦〜決勝戦）
　国見台球技場（１回戦〜準決勝）
　国見台陸上競技場（１回戦）

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

●問合先  市ホッケー協会または体
育保健課（☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

家
屋
照
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

秘宝念仏の舞

８月は
『北方領土返還運動全国強調月間』です

　北方領土とは、択
え と ろ ふ

捉島、国
く な し り

後島、色
し こ た ん

丹島、
歯
は ぼ ま い

舞群島の四島のことで、日本固有の領土
です。日本への早期返還実現のため、市民
の皆さんの北方領土返還要求運動へのご理
解とご協力をお願いします。

『国民の声と熱意で四島（しま）返還』
● 問合先   総務課行政係（　 ☎㉓２１２３）

トータルビューティーサロン

～女性と子供のやすらぎの空間～
火
火
水
木
金

火
火
水
木
金

学習塾（小・中 英数）
そろばん塾（幼・小学）
書道教室
フラワーアレンジ教室（月1回）
ピカブー☆こども英会話

園児募集中!!

ベビーランド
　　おりこうさん

カルチャースクール 募集中!!

病気や怪我で動けない方の為に、病院・施設・

在宅へ専門の美容師が出張しています。 伊万里警察署前交差点

伊万里
警察署

エレナ様
ココ

Summerキャンペーン

訪問美容

8/31
まで

カットをされた幼・小学・中学・
高校生は、　　がひけます。
今年もさらにバージョンUP↑

くじ

浴衣セットの着付け
キャンペーン！！
メンズもOK！！

夏よ恋

〒848-0031 伊万里市二里町八谷搦1189　TEL.0955-22-6537　http://www.lilianne.jp

成人式予約受付中
お早めにご予約下さい。

残りわずか!



● 

日
　
時

　
９
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時

※
市
役
所
玄
関
前
集
合

● 

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
お
土

産
つ
き
）

● 

募
集
人
数
　
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

● 

対
　
象
　

　
高
校
生
以
上
の
外
国
籍
住
民

● 

内
　
容
　
波
多
津
町
の
名
所
見
学
、

山
海
の
幸
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

● 

申
込
方
法
　

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

● 

問
合
・
申
込
先
　

　
開
発
推
進
課
国
際
交
流
室

（
☎
㉒
７
０
４
６
、
㉒
７
２
１
３
）

※
英
語
専
用
電
話
　kajiyam

a

　
　
　
　
　
　 

（
☎
㉓
８
０
８
８
）

● 

試
験
日
　
10
月
５
日
（
水
）

● 

会
　
場
　
佐
賀
市
文
化
会
館

● 

募
集
種
目
お
よ
び
受
験
資
格

　（
い
ず
れ
も
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
）

①
一
般
曹
候
補
生

　
18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
人

②
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
人
　

③
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

　
18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
人

④
航
空
学
生

　
高
校
卒
業
（
見
込
み
）
21
歳
未
満

⑤
看
護
学
生

　
高
校
卒
業
（
見
込
み
）
24
歳
未
満

⑥
防
衛
大
学
校
学
生

　
高
校
卒
業
（
見
込
み
）
21
歳
未
満

● 

受
付
期
間
（
締
切
日
必
着
）

　
①
・
③
・
④
は
、
８
月
１
日
（
月
）

〜
９
月
９
日
（
金
）、
②
は
随
時

受
付
、⑤
・
⑥
は
9
月
５
日
（
月
）

〜
９
月
30
日
（
金
）

● 

問
合
先
　

　
自
衛
隊
武
雄
地
域
事
務
所

（
　
☎
０
９
５
４
㉓
８
３
０
４
）

　
内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

『
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
』
が
今
年

度
は
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
と
A
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
参
加

青
年
（
18
〜
30
歳
）
お
よ
び
管
理

ス
タ
ッ
フ
併
せ
て
30
人
前
後
が
県

内
一
般
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
予
定
。
そ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

● 
訪
問
期
間

　
10
月
27
日
（
木
）
〜
30
日
（
日
）

● 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
　
10
月
28
日

（
金
）、
29
日
（
土
）
の
２
泊

※
ひ
と
家
庭
に
つ
き
２
人

● 

申
込
期
限
　
８
月
31
日
（
水
）

● 

申
込
・
問
合
先

▽
佐
賀
県
青
年
国
際
交
流
機
構

（
☎
０
８
０
‐
３
８
４
１
‐
０
２
３
０
）

▽
佐
賀
県
く
ら
し
環
境
本
部
こ
ど

　
も
未
来
課
青
少
年
健
全
育
成
担

　
当
（
☎
０
９
５
２
㉕
７
３
５
０
）

　
市
国
際
交
流
協
会
は
、
伊
万
里

に
住
む
外
国
籍
住
民
と
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、『
波
多
津
よ
か
と

こ
！
山
海
の
幸
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
』

を
開
催
し
ま
す
。
外
国
籍
住
民
の

皆
さ
ん
、
波
多
津
町
の
歴
史
と
文
化

に
触
れ
な
が
ら
交
流
し
ま
せ
ん
か
。
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チャンネル
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

ぼ
し
ゅ
う

排

水

設

備

工

事

責
任
技
術
者
資
格
試
験

● 

受
験
案
内
配
布

　
８
月
１
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）

※
受
験
案
内
は
市
下
水
道
課
で
配

布
し
ま
す

● 

受
付
期
間

　
８
月
16
日
（
火
）
～
24
日
（
水
）

● 

受
験
料
　
５
０
０
０
円

● 

受
験
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

　
木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

　
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

　
は
施
工
に
関
し
２
年
以
上
の
経

　
験
を
有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

　
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

　
た
は
施
工
に
関
し
３
年
以
上
の

　
経
験
を
有
す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

　
た
は
施
工
に
関
し
５
年
以
上
の

　
経
験
を
有
す
る
人

● 

試
験
科
目
　

　
下
水
道
に
関
す
る
一
般
知
識
、

　
排
水
設
備
に
関
す
る
法
令
・
事

　
務
手
続
・
設
計
お
よ
び
施
工
な

　
ら
び
に
維
持
管
理
に
つ
い
て

● 

受
験
講
習
　

▽
対
　
象
　
希
望
者
の
み

▽
講
習
日
　
９
月
28
日
（
水
）

▽
会
　
場
　
佐
賀
市
文
化
会
館

▽
受
講
料
　
３
０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
５
０
０
円

● 
申
込
・
問
合
先
　
下
水
道
課

（
　
☎
㉓
２
３
９
５
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募

集

し

ま

す

し 
け 
ん

自

衛

官

募

集

FAX

多
文
化
交
流
事
業

外
国
人
参
加
者
募
集

↑眺めがいいアグリ山の
見学もあります

～健幸（健康･幸せ）を創造する～

各コース(A・B・C)の中から好きなコースをお選び下さい。全コース、すべての施設（プール・スタジオ・ジム）をご利用頂けます。
GENEX伊万里
TEL0955-20-4005

A
B
C

えらべるコース えらべる期間 えらべる料金

じっくり試したい 2週間 ¥3,150
続くか不安 1週間 ¥2,100
忙しい 1日 ¥1,050

80%OFF
(¥15,750→¥3,150)

さらに
体験後の
入会金割引 80%OFF(¥15,750→¥3,150)

さらに
体験後の

入会金割引

じぇねっくす 『えらべる体験』
～ジェネックスの施設を短期間、低料金でお試しできます～

問い合わせ先

残り1ヶ月！！急げ！！

7・　月限定8



お知らせコーナー
チャンネル

21 2011.8 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと

　　地球温暖化対策

エアコンのフィルターを清掃しよう
　フィルターが目詰まりしているエアコン（2.2 ｋ W）とフィルター

を清掃した状態のエアコンを比較すると、　

　年間で 電気 31.95 ｋＷｈ、約 700 円の節約、二酸化炭素
　11.2 ｋg の削減となります
　清掃は月に１，２回行うようにしましょう。また、冷房時の室温

は 28℃を目安にし、軽装を心がけ扇風機を併用しましょう。

８ 月 の 行 事

18 日（木）　午後７時開演
マンハッタン ジャズ クインテット ジャパン
ツアー 2011 IN IMARI（ジャズコンサート）
26 日（金）　午後 1 時 30 分開演
伊万里市同和問題講演会 
27 日（土）　午後 1 時 30 分開演
アンダンテ リトル ピアノ コンサート 2011 

☆平和を願って（図書館会議室）
　６日（土）午後１時 30 分〜
　戦争の体験を語っていただいたり、戦争に
　関する本の朗読などを行います
★一般上映会（図書館ホール）
　21 日（日）午後２時 30 分〜４時 30 分
　『市民ケーン』（1941 年 / 米 /119 分）
★子ども上映会（図書館ホール）
　７日（日）午後２時 30 分〜３時 30 分
　『トムとジェリー　天国と地獄』（60 分）
★子どもミニ上映会（のぼりがまのおへや）
　毎月第３日曜日　午後２時 30 分〜
※催し物はすべて無料です
★８月の休館日　
　１日、８日、15 日、22 日、29 日
※８月の館内整理日（第４木曜日）開館します

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

８ 月 の 市 民 相 談

　10 日・24 日（弁護士）

 ４日 ※午前 10 時〜正午

　18 日（公証人）

　２日・16日※午前10時〜正午

　※午前 10 時〜午後４時

　19 日※午前９時〜正午

　※午前 9 時〜午後４時

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談
家 計 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼

第２･ ４�
第  １   �
第  ３   �
第１･ ３�
毎週月〜金

第  ３   �
毎  週   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時
　予約電話番号 ☎０９５５ー７２ー５１６１
●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎月第４木曜日 午前 10 時〜午後３時
●心の健康相談 会場：福祉課社会福祉係
　毎週月〜金曜日（水曜日除く） 午前９時〜午後３時 30 分
●女性相談　相談電話番号☎０９５５ー２２ー６７６３
　毎週月・水曜日 午前９時〜午後４時（面接相談は要予約）

　有料老人ホームのパンフレットが送られてきた後に、「その
老人ホームの利用権は貴重だから購入してください。そしたら
購入額より高く買い取りますよ」という内容の電話がかかって
きたら、迷わずに断りましょう。根拠のないもうけ話にご注意
を！また、契約内容は必ず確認しましょう。不審に思ったら、
まずは消費生活相談窓口に相談してください。
●問合先　情報広報課市民サービス係（☎㉓ 2133）

■会　場：市役所１階市民相談コーナー
■時　間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守
■問合先：情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

有料老人ホームの利用権購入の勧誘にご注意！

一人で悩まず
ご相談ください

（ファイナンシャルプランナー相談）

※①・②・③・⑦は予約が必要です

■問合先
環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）
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●人口　57,680 人　　（− 11）
　　男　27,601 人　　（− 33）
　　女　30,079 人　　（＋ 22）
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自
分
よ
り
年
上
の
人
に
対
し
て
は
、
き
ち

ん
と
し
た
言
葉
遣
い
で
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
時
と
場
合
に
応
じ
た
言
葉
遣
い
と
い

う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
敬
語
の
使
い

方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ

ち
ょ
っ
と
待
っ
て

そ
の
言
葉
遣
い
で
大
丈
夫
？

　
震
災
後
、
復
興
へ
の
合
言
葉
は
『
が
ん
ば

ろ
う
日
本
』。
同
じ
『
頑
張
る
』
と
い
う
言
葉

で
も
、
落
胆
す
る
私
に
友
人
か
ら
の
メ
ー
ル

の『
頑
張
れ
』は『
顔が

ん

晴ば

れ
』。
当
て
字
で
す
が
、

『
頑
張
っ
て
ま
た
笑
顔
に
戻
れ
』
と
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
心
に
響
く
言
葉
で
し
た
。
今
年
の

夏
も
暑
い
で
す
ね
。
お
中
元
は
贈
り
ま
し
た

か
？
大
切
な
人
へ
涼
の
あ
る
ギ
フ
ト
と
し
て

心
に
さ
わ
や
か
な
風
を
吹
か
せ
、
体
感
温
度

を
下
げ
る
よ
う
な
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
を

贈
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
友
）

解
　
説

今
月
の

↑『ありがとうの花』を歌う楠久・久原・
　　　さくら・鳴石保育園児

↑『しあわせならてをたたこう』を歌う
大坪保育園児と大坪老人クラブ

↑『にんげんていいな』を歌う大里・
         　医王・中里・川東保育園児

↑　寸劇をまじえ『ももたろう』を歌う伊万里
　　 保育園児と伊万里老人クラブ木寿会

↑『ともだちのはじまりさ』を歌う大久保・
　　　脇野・里・長浜保育園児

↑『いただきます』を歌う立花・
            　大川内保育園児

↑『ぽかぽかてくてく』を歌う伊万里・
      　  大坪保育園児

↑『あらどこだ』を歌うみなみ・波多津・
　　　たんぽぽ保育園児

↑『ゆき』を歌う松浦・大川・南波多・
           牧島保育園児

↑『アンパンマンのマーチ』などを演奏する
     　ゲスト出演の伊万里高等学校吹奏楽部

　『心ふれあいうたフェスタ』が７月３
日、市民会館でありました。市内 23 保
育園 340 人の年長児が、伊万里老人ク
ラブ木寿会、大坪老人クラブの皆さんと
一緒に参加。数園合同で元気に歌や振り
付けを披露しました。ホールいっぱいに
響く歌声に、満員に膨れあがった会場か
らは大きな拍手がおくられていました。

歌声よ
   被災地まで届け！

心　ふれあい
うたフェスタ 2011★
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★
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★
★
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★
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